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『信仰の平和』におけるタタール人像＊  

－クザーヌスの東方への眼差し－  

八 巻 和 彦   

ヨーロッパにおいて，「タタール人」という名称はけっして価値中立的では  

なかった。むしろ明らかに否定的な意味を帯びていた。それは十三世紀におけ  

るタタール人の侵攻以来のことであり，十六世紀にいたってもマルティン・ル  

ターが次のように「卓上演説」の一つで述べているとおりである。「私は徒歩  

傭兵というものが大嫌いである。彼らに守ってもらうくらいなら，トルコ人や  

タタール人の下で暮らした方がまだましである」（1）。   

この小論の目的は，ニコラウス・クザーヌスが長年にわたり東方に関心を抱  

いていて，この方面について集中的に研究したこと，そして，これらの関心と  

研究が，〈多様な儀礼のなかに一なる宗教が〉という注目すべき彼の思想を成  

立させるに際して重要な役割を果たしたこと，という二点を明らかにすること  

である。そこで以下に，クザーメスによって描き出されたタタール人像に依拠  

しつつ，この思想成立の道筋を探求してみたい。   

もし結論を先に記すことが許されるならば，驚くべきことに，そしてパラド  

クシカルにも彼は，上で言及したヨーロッパ中世末期の，タタール人をめぐる  

否定的な意味環境を，1453年の著作∂g卸βカdgj（信仰の平和）（2）において超  

出しているばかりか，むしろその意味を逆転させさえして，タタール人に決定  
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的に重要な役割を担わせているのである。  

Ⅰ．タタール人に対するクザーヌスの長期にわたる関心  

彼はすでに最初期の二つの説教においてタタール人に言及している。1430年  

12月になされたSermoIで彼は，神について多様な名称が用いられているこ  

とに論及しながら，以下のように説いている。「ギリシア人は一なる神につい  

て幾つかの名称をもっている。例えば，その権能にちなんで『イスキュロ  

ス』，その支配にちなんで『キュリオス』，そしてもっとも本来的には『テオ  

ス』と名付けている。そしてラテン語の『デウス』は，この『テオス』に由来  

しているのである。またタタール語では彼は『ビルテンゲル』と呼ばれている  

が，それはつまり一なる神という意味である。ドイツ語ではくein got〉という  

が，つまり『一なる善』という意味である。…… このように，一なる神が，そ  

の多様な属性に応じて，多様な民族によって別々の名称を付与されているので  

ある。しかしながら彼は，あらゆる民族においてあらゆる名称で表現されて  

も，一なるものである」（3）。   

翌1431年1月になされたSermoIIで彼は，神の子としてのキリストの存在  

を論じつつ，以下のように言及している。「神の子キリストが処女マリアから  

生れたことが世界中で信じられている。これを信じているのは，インド人，ム  

ハンマド教徒，ネストリオス派，アルメニア人，ヤコブ派，ギリシア人，およ  

びわれわれのような西洋のキリスト教徒である。タタール人でさえもこれを非  

難することはない。そればかりか彼らは，これへの信仰を公言しているわけで  

はないものの，皆で信じているのである。つまり，いにしえの人々が待望して  

いた真正なるメシアとしてキリストが到来したことを信じていない民族は，今  

日，世界に存在しないのである－メシアはこれから到来するものであると信  

じているユダヤ人を除いて」（4）。   

また，1433年から34年にまとめられたと推測されているクザーヌスの最初の  
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著作ββC㈹COγ血弗血cα地上わα（普遍的協和について）にも，タタール人への言  

及が見出される。「タタール人の王は，もっとも少ない威厳しかもっていな  

い。なぜならば彼は，神の法にもっとも少なくしか一致しない法に従って統治  

しているからである。ムハンマド派の王はより大きな威厳をもっている。なぜ  

ならば彼は，旧約聖書の法と新約聖書の幾つかの法を尊重しているからであ  

る。キリスト教徒の王はもっとも大きな威厳をもっている。なぜならば彼は，  

自然法と旧約聖書および新約聖書の法，ならびに正統的信仰を受容しているか  

らである」（5）。   

ここで注目しておくべきことは，以上の三つの引用個所におけるタタール人  

への言及が，たえず「タタール人でさえも」という語法とニュアンスを伴っ  

て，論証の最後の根拠として使用されていることである。この点において，若  

きクザーヌスにとってタタール人とは，冒頭で言及した同時代の意味環境と同  

様に否定的な意味をもった存在であったことになる。  

Ⅱ．『信仰の平和』第16章におけるタタール人知者とパウロとの  

討論のための三つの前提  

しかしその後タタール人は，クザーヌスの思想世界において，具体的には  

1453年の著作『信仰の平和』において，実に意味深い役割を配当されることに  

なる。この役割を考察するためには，先ず三つの前提を考慮に入れておかねば  

ならない。第一に，コンスタンティノープルが同年にイスラーム・トルコの軍  

事的攻勢によって陥落したという，西洋キリスト教世界にとって一大事件が出  

来したということである（6）。第二には，この歴史的事態に動機付けられて執筆  

されたこの著作においてクザーヌスは，宗教迫害がこれほどに残虐になってい  

る理由を諸々の宗教の間での儀礼の多様性であると考えていることである（7）。   

第三には，全能者の主宰のもとに開催される天上での会議に参加する知者た  

ちの資格である。諸々の王たちの王，すなわち神は「あらゆる国民および言語  
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を司っている天使たちを召集して，その各々に対して，各自が一人ずつ，でき  

るだけ経験豊かな者を，肉になった御言葉のもとに連れてくるように指示し  

た」（8）。こうしてあらゆる国民から呼び集められた経験豊かな代表者たちは，  

御言葉によって「知者」sapientesあるいは「知恵を愛する者」sapientiae  

amatoresと名付けられた上で（9），御言葉や使徒たちに問いかけられながら様々  

な問題について討論するのである。このような状況から判断すれば，この会議  

に召集された人々は，天使の指導の下にあるそれぞれの国民の中の最もすぐれ  

た人物であるとみなすことができる。それゆえにさらに，この知者たちは神の  

知恵の一種の顕現であるともとらえることができる。なぜならば，クザーヌス  

はギリシア人の知者に次のように言わせているからである。「知恵を分有して  

いるゆえに知者は数多く存在するのですが，知恵そのものは単純で分割不可能  

なものとして自己のうちにとどまっているのです」（1功。   

同時に見過ごしてはならないことは，クザーヌスによって巧みに構想された  

天国での会読における討議の構造である。すなわち，あらゆる国民と言語を  

司っている天使たちがこの会議に臨席しているにもかかわらず，彼ら自身は  

いっさい討議に加わることがなく，討議に加わるのは知者たちだけである。こ  

の事実は次のような意味をもっているだろう。どの知者も人間として各自の民  

族伝統に深く根ざしていると同時に，「この感覚的世界では何ものも確固とし  

て存続することはなく，また意見や憶測は流動的であって時間によって変化す  

るのであり，それは言語や意味の理解でも同様で」（川あるゆえに，つまり，こ  

のような典型的に人間的な特性があるからこそ，個々の知者が御言葉あるいは  

使徒たちと様々な問題について議論して，その結果，各自の見解が変化し，は  

じめは多様であった見解が最終的には一致するに到る可能性が開かれているこ  

とになるのである。この意味においてこそ，諸民族の代表である知者が集う天  

上での会議が存在意義を有するのである。他方，神に近い存在としての天使た  

ちにはこのような役割はそもそもふさわしくないのである。  
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実際，知者たちのこのような要素は，タタール人の知者とパウロとの討論の  

際に大きな役割を果たすのであるが，それは彼の考察で明らかになるであろ  

う。  

Ⅲ．『信仰の平和』第16章におけるタタール人の知者  

この書物には全部で17人の知者たちが登場するが，タタール人の知者はその  

中の14番目として，この書物のほとんど最後である第16章に登場する。彼はま  

ず次のように言う。「これまで自分が知らなかったことを私はたくさんここで  

聞きました。タタール人は人口の多い素朴な民族ですが，一なる神を最大限に  

崇拝しているので，自分たちと共に一なる神を崇拝している他の人々の許で，  

儀礼が多様であることに驚いています。彼ら〔タタール人〕は，キリスト教徒  

のうちのある人々およびアラブ人とユダヤ人のすべてが割礼を施されているこ  

と，またある人々が顔に焼印を押されていること，また，ある人々が洗礼を受  

けていることを嘲笑しています。……犠牲に関しても，その儀礼はいちいち述  

べきれないほどに様々です。これらの多様な儀礼の中でも，キリスト教徒のあ  

の儀礼は嫌悪すべきもののように思われます。というのも，そこではパンとぶ  

どう酒が供された上で，それがキリストの体と血であるとされて，犠牲奉献の  

後にそれを彼らは食べたり飲んだりするのですから。つまり，彼らは崇めるも  

のを余り食うのです。場所と時によってかくも多様になっているこれらのこと  

〔儀礼〕のなかに，いったいどのようにしたら合一が成立しうるのか，私には  

分かりません。そして，それが成立しなければ，迫害も止むことがないでしょ  

う。相違こそが分裂と敵対を，また憎しみと戦争を引き起こすのですから」（1勿。   

以上の引用に関して先ず確認しておきたいことは，他の民族の知者たちと比  

較した場合に異例なことに，ここでタタール人の知者は自分の民族の特性につ  

いて論及して，彼らは人口の多い単純な民族であるが，－なる神を最大限に崇  

拝している，と述べていることである。タタール人以外には自分の民族につい  

5   



文化論集第23号  

て語るのはインド人知者だけであるが，彼はこう言う。「インド人は知恵ある  

人々であり，宗教にとって必要不可欠なものは唯一神の祭式のなかにこそ存在  

するということを，躊躇なく認めています」（1頚。タタール人とインド人の知者  

は共に自己の属する民族について言及しているものの，その内容に相違が存在  

することは，容易に認識できるであろう。すなわち，後者は自己の民族につい  

てかなりの自負を示しているのに対して，前者はおおいに慎み深く，かつ自己  

の民族を批判的にさえ見ているのである。このようなタタール人の知者の発言  

は，事実の指摘であるのみならず，この知者自身の内的態度の現われでもある  

に違いない。なぜならば，彼は自己の意見表明の冒頭において，「これまで自  

分が知らなかったことを私はたくさんここで聞きました」と率直に自らの無知  

を告白していたが，これはクザーヌスに特有の思想である〈doctaignorantia  

覚知的無知〉の実践であって，タタール人知者はこの思想を自己のものとする  

ことにおいて，真理へと近づく条件を整えたことになっているはずだからであ  

る（14。  

Ⅳ．〈素朴なタタール人〉  

既にみたように，クザーヌスの描くタタール人の代表者は，タタール人が単  

純な民族であることを自認していたが，この見解はこの知者によって繰り返さ  

れていが9。しかしこのような「タタール人は素朴である」とする知者の告白  

は，この著作においては，後に明らかになるように，むしろ肯定的な意味を  

もっているように思われるのである。   

ところで，タタール人が素朴な民族であると言うとらえ方は，クザーヌスに  

先立つ，マルコ・ポーロのいわゆる『東方見聞録』における報告の全体および  

別の逸名の修道僧による報告（咽からも容易に導きだされるものである。しかし  

ながら，この関連で考察の対象から外すことのできないものは，クザーヌスが  

その写本を所有していたモンテクルチスのリコルドゥスによる報告である。そ  
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こには，タタール人が素朴な民族であることを指摘する，次のような極めて否  

定的な描写がある。「タタール人は救済からもっとも離れているように思われ  

る。なぜならば，彼らは，本末転倒した習慣のゆえに彼らのもとでは堕落して  

しまっている自然法以外に，いかなる法も所有していないからである。彼らに  

は断食もないし神殿も聖職もなく，犠牲もないし彼らを精神的生活に導く外的  

な補助手段もない。彼らには道徳哲学も自然哲学もなく，礼儀作法も見知らぬ  

人に対する礼遇もなく，一定の場所に対する愛もない。彼らは土地を耕すこと  

も種を蒔くことも樹木を育てることもせず，家を建てることもしない」胴。   

このような“野蛮なタタール人”像とは対照的に，クザーヌスにおけるタ  

タール人は，素朴で実直な民族として描かれているのである。つまり，クザー  

ヌスはリコルドゥスの報告を利用しながらも，タタール人が素朴であることを  

肯定的な意味に解釈し直しているのであり（1溺，それゆえにタタール人の知者に  

は，ナイーブではあるがそれだけに事態の核心を突く開いを，諸民族の教師た  

るパウロに対して次々と提出させているのである。この点については，Ⅵ節以  

下で検討してみよう。  

Ⅴ．〈タタール人は－なる神を最大限に崇拝している〉  

タタール人が一なる神を信じているという報告は，クザーヌスに先立ついく  

つかの情報源に見出される。前出のリコルドゥスはこう記している。「しかし  

ながら彼ら〔タタール人〕は一なる神が存在することを信じており，ある種の  

仕方で現世と同じく〔堕落した〕生に復活することを期待している」（1功。また  

プラノカルビーニのヨハンネスは以下のように報じている。「彼らは一なる神  

を信じており，彼があらゆる可視的なものと不可視なものとの創造主であるこ  

と，ならびに彼がこの世における書きことどもと食べ物の授与者であることを  

信じている。……しかしながら彼らは，人間の形に似せて作られたフェルト製  

の偶像の類を所有しており，これらを彼らの滞在場所の入口の両側にかけてお  
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くのである」榊。C．deBridiaとだけ知られる修道僧の報告も，次のように非常  

に類似した内容である。「彼らは，可視的なものと不可視なものとの創造主で  

あり，この世における善きことどもと悪しきことどもとの授与者である一なる  

神を信じている。しかしながら彼らは，本来あるべき仕方で神を崇拝すること  

はない。というのも彼らは様々な偶像を所有しているのである。人間の形をし  

たフェルト製のいくつかの偶像を，同様にフェルト製の乳房の上にのせて彼ら  

の滞在場所の入口の両側にかけておく。これらのものが自分たちの家畜の保護  

者であり，自分たちにミルクと肉とをもたらしてくれるのだと，彼らは主張し  

ているのである」¢1）。タタール人が一なる神を信じているということは，1245  

年に開催された第1リヨン公会議の場でも当時のキエフ大司教ビュトロ・アケ  

ロヴイツチによって報告されたことがあった幽。   

さらに，かつてはクザーヌスの所有になり，現在はロンドンに所蔵されてい  

るマルコ・ポーロの『東方見聞録』の写本Kodex：Brit．Mus．Addit．19952に  

は，以下のような報告がある錮。「タタール人は彼らがナチガイと名付けてい  

る一なるものを神として崇拝している」糾。「彼ら〔タタール人〕は彼らがツタ  

ガイと名付けている一なる神を崇拝している」個。以上のような様々な情報を  

研究した上で，クザーヌスは自信をもってタタール人の知者に，「彼ら〔タ  

タール人〕は一なる神を最大限に崇拝している」と言わせているのであろう。  

Ⅵ．〈彼らは，自分たちと共に－なる神を崇拝している他の人々  

の許で儀礼が多様であることに驚いています〉  

先の引用から明らかなように，タタール人は極めて単純な儀礼をもって一な  

る神を崇拝しているとされている。タタール人の知者が，同じ一つの世界にお  

いて同じ神に捧げられる儀礼が多様であることに驚くその驚きは，この自分た  

ちの単純な儀礼が根拠となって，いっそう強調されているに違いない。また，  

キリスト教の儀礼である聖体拝領に対する彼の違和感は，ミルクと肉を供物と  
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して捧げるものの，自分たちはそれらを飲んだり食べたりすることはないとい  

う，タタール人の儀礼体験から引き起こされているのであろう。   

さらに彼は上に引用した発言において，とりわけ以下の二点を強調してい  

る。第一に，儀礼というものが時と所によって多様であり，第二に，このよう  

な儀礼の多様性が宗教的迫害の原因となっている，ということである。さらに  

注目すべきことには，彼がここでいわば大天使の代理を務めているかのような  

重要な役割を果たしていることであるが，それは，以下のような本書における  

論展開を考慮すると明らかになる。すなわち，上掲の引用でタタール人が述べ  

ている内容は，天国の会議の冒頭で既に大天使が神に向かって訴えたことであ  

る鯛ばかりか，さらに，この著作の最後に，世界中の書物を調査した結果のい  

わば締めくくりの言葉として以下のように記されることでもある。「それらを  

閲読してみると，あらゆる相違は結局，唯一の神の崇拝のうちに存在していた  

というよりも，むしろ儀礼のうちにこそ存在していたことが明らかになっ  

た」囲。もう一つの注目すべきことは，タタール人の果たしている役割が，同  

様に異教徒であるトルコ人のそれとはまったく異なっていることである。後者  

はタタール人よりも前に話すのであるが，わずかなことを語るに過ぎない幽。  

ここにもクザーヌスの措くタタール人像の特殊性が見てとれるであろう。   

つまるところタタール人の知者は，パウロとの討論において，一なる神への  

信仰とそれに結びついている多様な儀礼との関係を根本的に説明することが可  

能となる理論的な出発点を措定する，という重要な任務を担っているのであ  

る。そしてパウロは，このタタール人によって提示された問に対して，次のよ  

うな極めて重要な理念をもって回答するに到るのである。   

わぎ   
Ⅶ．〈救漬が明らかにされるのは業によってではなくて信仰に  

よってである〉  

諸民族の教師であるパウロは，御言葉の依頼に基づいて先ずこう発言する。  
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「救済が明らかにされるのは，業によってではなくて信仰によってである，と  

いうことが示されねばなりません」¢切。このパウロの発言は，信仰と儀礼とを  

区別するための重要な前提となる。なぜならば，儀礼は行為であるかぎり人間  

の業に属するものであり，従って魂の救済に対して決定的な役割を果たすこと  

ができないからである。こうして，タタール人の知者を驚かせた儀礼の多様性  

が，魂の救済という信仰本来の目的達成のためには大きな意味をもつことがな  

くなるのである。   

しかしながら，儀礼は信仰とまったく関係がない，とここで主張されている  

わけではないことにも，留意しておかねばならない。すなわち，少し後の個所  

でタタール人とパウロとの間には以下のような対話がなされている。「タター  

ル人：…・・・信仰だけで十分であるのかどうか，敢えてください。パウロ：……  

それ〔信仰〕ほ愛によって生かされたものでなければなりません。なぜなら  

ば，業なしには信仰は死んでいるのですから。タタール人：それはどんな業で  

すか。……パウロ：・…‥神の命令はきわめて簡単で万人によく知られているの  

であり，またそれは諸国民すべてに共通です。さらに，それをわれわれに明ら  

かにするものとしての光は，理性的魂と共に創造されているのです。なぜなら  

ば，神はわれわれのうちで，われわれが存在を受け取る源としての彼〔神〕を  

愛すべし，と語りかけ，また，われわれが自分になされるのを望むことをだけ  

をほかの人になすべし，と語りかけているからです」錮。   

この対話において強調されているのは，第一に，信仰は愛によって生かされ  

ねばならないということ，第二には，人が従うべき神の命令をこの愛が示して  

いるということ，第三に，この命令を知らしめる光はあらゆる国民に対して，  

すなわち単純素朴なタタール人に対してさえも賦与されているということであ  

る。  
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Ⅶ．〈変化を受け容れるものはしるしsignaであって，しるしで   

表されるものSignatumではない〉  

パウロの第二の発言はこうである。「それら〔儀礼〕は信仰の真理の感覚的  

なしるしとして定められ採用されているのです。つまり，変化を受け容れるも  

のはしるしsignaであって，しるしで表されるものsignatumではないので  

す」糾。もちろんこれは，儀礼が時と所によって極めて多様であるという事実  

に驚き，疑義をも抱いたとする，タタール人の意見に対する答えである。つま  

りこのパウロの発言は，たしかに儀礼の多様性が宗教上の迫害の原因となって  

いるとしても，そのことが直ちに，世界中で告白されている－なる神への信仰  

を損なうものではけっしてない，という主張の理論的根拠となりうるのであ  

る。なぜならば，すでに上で言及したように，儀礼とは信仰の真理がく感覚で  

把握されうるしるし〉signa sensibiliaとしてこの世界に導入され受容されて  

いるものであって，さらに，これも以前に言及したように，そもそもこの世界  

では「なにものも確固として持続することはない」のであり，それゆえに儀礼  

も同様だからであが功。   

純理論的な視点から見れば，この事態は理解しやすい。すなわち，ここに  

は，「言葉の多様性は，一つの精神のさまざまな顕示にほかならない錮」とい  

う，クザーヌスの『神学綱要』の一節を適用することができるのである。   

以上のわれわれの考察を，この節で示したパウロの発言を基礎にして考察し  

直すならば，以下のようにまとめることが許されるであろう。一なる神への信  

仰は，個々の国民における儀礼がいかに多様であろうとも，それとは無関係に  

成立し続けることが可能である。なぜならば，人間の業の結果である諸々の儀  

礼は，神の命令に従ってそれぞれの国民の間でこのように相違しているので  

あって，各々の国民が彼らに賦与された光を用いてそれらを受容しているもの  

として，現にある儀礼なのである。従って，神への信仰においては，儀礼とい  
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う外的な形式はもはや決定的に重要なものではない。こうして，儀礼に関する  

寛容への前提が，パウロとタタール人知者によって創出されたのである。それ  

ゆえに当然にも，タタール人に関するこの章が，タタール人によって提出され  

た儀礼についての問いに導かれる形で，パウロの次の言葉で締めくくられるに  

到るのである。「人々が互いに儀礼を耐え忍ぶことによって，信仰と愛の律法  

とにおける平和が確立されるならば，それで十分でしょう糾」。  

Ⅸ．〈多様な儀礼のなかに－なる信仰が〉  

こうして，く儀礼の多様性のなかに唯一の宗教が存在する少頸という命題が確  

証される。これは，天的存在たちが集う会議の論題としてこの著作の冒頭で提  

出されていたものである。   

実はわれわれは，このようなクザーヌスの理念に極めてよく似た思考法を，  

既に冒頭で言及した報告，すなわちリコルドゥスの『道程』に見出すことがで  

きる。しかし，この報告で論じられているのは，次に示すように，キリスト教  

内部での儀礼の多様性である。「たとえ彼ら〔異なった宗派の人々〕がその儀  

札においてわれわれと一致しないとしても，彼らが信仰においてわれわれと一  

致しているかぎり，その不一致は危険ではない。なぜならばキリスト教徒の信  

仰は一なるものなのだからである。それゆえにこそ使徒〔パウロ〕は『ェフェ  

ソの信徒への手紙』四章〔5－6〕で「神は一人，信仰は一つ」と言ったので  

ある。しかし彼は『儀礼は一つ』とは言っていか－。それにもかかわらず，わ  

れわれの兄弟達は彼らと，多様な儀礼をめぐって空しく争っているのである  

－兄弟たちは，彼らを信仰における一致に導かねばならないのであって，儀  

礼における一致に導かねばならないわけではないのにもかかわらず」錮。   

このリコルドゥスの引用のうちの第一の文章と類比的な構造をもっているの  

が，クザーヌス自身による次のような主張である。「一つの儀礼が危険性なし  

に多様であることができることを疑う者はいない」帥。この二つの文章に内容   
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的にも形式的にもこれほどの密接な関係がみてとれるという事実は，クザーヌ  

スがリコルドゥスの報告に含まれている着想から影響された可能性を示唆して   

いる。   

この点に対する影響については，さらに別の例を挙げることもできる。すな  

わち，ハイデルベルク版『信仰の平和』の序文に引用されている著者逸名の著  

作『ムハンマドの法または教説』山㌃血相血血血射場助川扉である。この書物  

には，異なった宗教，とりわけユダヤ教とイスラームにおける儀礼の多様性に  

ついて，以下のように記されている。「あるユダヤ人がムハンマドに尋ねた。  

『ではあなたは，あなたに先立つ預言者たちについて何と言いますか』。後者  

が答えた。『確かに万人の法あるいは信仰は一つである。しかし異なった宗教  

における儀礼は疑いもなく多様である』と」。この個所の欄外にクザーヌスは  

「信仰は一つ，儀礼は多様」と記しているというのであが尋。したがって，ク  

ザーヌスが上掲の定式についての重要なヒントをこの文章から得たことも，大  

いに想定されるのである。   

以上のようなわれわれの考察によって，次のことが明らかになる。先ず最初  

はキリスト教内部での寛容の理念が提唱され，それが普遍的寛容の理念にまで  

展開してゆく一つの道筋が，リコルドゥスから逸名著者を経てクザーヌスに到  

る形で見出される。そしてその最後の段階は，既成観念に囚われることが少な  

かった思想家ニコラウス・クザーヌスによって用意された。その際に彼の思考  

においては，1430年代の末期に彼によって紡ぎ上げられた〈ドクタ・イグノラ  

ンティア〉（覚知的無知）の思想が，タタール人知者の発言に表現されている  

とおりに，生き生きと脈打って彼の思惟を支えていた，とみなすことができる  

であろうβ功。  

Ⅹ．〈あらゆる民族が彼において神の祝福を得る〉  

さらに，タタール人の存在に関して，同じ章の第58節にあるパウロの以下の  
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ような発言にも，ここで言及しておく必要がある。「神はアブラハムに対し  

て，イサクという一人の子孫を与えることを，そしてそのイサクという子孫に  

おいてあらゆる民族が祝福されるようになることを約束したのです。……そこ  

で〔イサクを神に差し出したとき〕彼〔アブラハム〕は義とされ，彼に由来し  

てイサクを通って下ってくる一人の子孫において，あの約束は成就されたので  

す」。この発言を聞いてタタール人は尋ねる。「その子孫とは誰のことです  

か」。パウロは答える。「キリストです。すなわち，彼においてすべての民族が  

神の祝福を得るのです」㈹。印象的なことは，この小さな節でパウロが，一な  

る神への信仰によってすべての民族が祝福され得るということを，繰り返し言  

明していることである。この発言で意図されているのは，タタール人のような  

民度の低い素朴な民族であっても，等しく神によって祝福され得ることを確認  

することであろう。  

ⅩⅠ．タタール人の家庭内奴隷  

タタール人の存在は，ニコラウス・クザーヌスにとって本来は遠いもので  

あったはずだ。彼らの国は，コーカサスの彼方にあったからである。ところが  

当時，彼のすぐ近くにも，少数ではあるがタタール人が生きていた。このタ  

タール人を見出すためには，身近に視線をめぐらすだけで十分だった。という  

のも，当時のイタリアにはタタール人が家庭内奴隷として生きていたからであ  

る。この事実を研究したのは，Ⅰ．オリゴであが1）。彼女の研究によると，こ  

の種の奴隷は，大多数がタタール人であり，ロシア人，サーカシア人，ギリシ  

ア人，ムーア人，エチオピア人も少数いたという。トスカナ地方の裕福な貴族  

や商人は，どの家でも少なくとも二人あるいは三人のこういう奴隷を所有して  

いが勿。現在にいたるまでフィレンツェには，人相書きを伴った当時の奴隷の  

台帳が残されている。たとえば1372年のタタール人の少女についてのものとし  

て，以下のような記録がある。「身の丈は中くらいで，肌はオリーヴ色で天然   

14   



15  『信仰の平和』におけるタタール人像   

痘の痕がたくさんあり，左の頬に二つのほくろがあり，唇は厚い」匪頚。   

これらの家庭内奴隷は人格としてではなく完全に物とみなされていた。それ  

は，1401年のピサ市の財産目録が示している。そこには，一人の奴隷の価値が  

幾頭かの家畜と並べて書きこまれており，「この主人は女奴隷を1名，馬1  

頭，ろば2頭，雄牛の4分の3を所有している。これらをわれわれは総額70フ  

ローリンと評価する」とされているのである掴。   

オリゴはこの奴隷たちの使う言語についても述べている。「これらの奴隷た  

ちは，彼らが用いる奇妙な言語で佃の住民たちと区別されていた。彼ら同士  

は，半分は理解不能な方言で，あるいは肯定的に表現すれば，彼ら独自のジャ  

ルゴンで語り合っていたようだ。…それはある種のピジン・トスカナ語であ  

り，そのなかにはタタール語やサラセン語の単語が混じっていた」㈹。  

クザーヌスもパドゥアでの学生時代以来，この種のタタール人を目にしてい  

たはずである。オリゴの研究によれ古が匂，アユネアス・シルヴイウス・ピッコ  

ローミニ，後の教皇ピウスニ世も黒人の家庭内奴隷を一人所有していたとい  

う。彼はクザーヌスの長年にわたる友人であった。ブルクハルトもこれに類す  

ることを，古典的な著書『イタリアルネッサンスの文化』のなかで記述してい  

る。それによれば，1488年（クザーヌスの死から約20年後）のことであるが，  

教皇イノケンティウス八世はフエルナンド・カトリック王から贈り物としても  

らった奴隷100名を，枢機卿や他の貴顕におすそ分けをしたという抑。   

ところで，われわれがこの考察の主たる素材としてきた『信仰の平和』の冒  

頭には，奴隷としての現状のゆえに神を探求することが不可能となっている人  

間一般についての論及が，大天使の言葉として以下のように見出される。「主  

よ，あなたは知っておられます。この大群衆は大いなる相違無しには存在しえ  

ないことを，さらに，ほとんどすべての者が辛苦と悲惨に満ちた困難な生活を  

おくることを強いられており，彼らを支配している王たちの奴隷として従属す  

ることを強いられているということを。それゆえに，これらすべての者の中で  
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ほんのわずかな者しか，その自由な意志を用いて自分自身を認識することに到  

達できるだけの閑暇がもてないのです。多くの者たちが〔自分の〕肉体の配慮  

と奴隷的使役によってかき乱されており，したがって隠れたる神であるあなた  

を探求することができないのです」㈹。これは，上で言及した当時の家庭内奴  

隷の境遇を，神との関係における大多数の一般民衆のものとして，位相を一段  

ずらして描写したものととらえることができるだろう。このずらしで想定され  

ている構造は，先にわれわれが論及した，既成の宗教が一なる真の宗教との関  

係において後者の儀礼として位置付けられたものと同様なものである㈹。   

もし，これまでのわれわれの考察で明らかにされた『信仰の平和』において  

タタール人の果たしていた重要な役割と，イタリアにおいてクザーヌスが身近  

に経験していた現実のタタール人奴隷の低い地位とを，さらに，Ⅰ節における  

考察が示していたような三十代のクザーヌスがタタール人に対して配当してい  

た貧弱な役割とを比較考量するならば，われわれは驚かされつつも，次のよう  

に言うことにためらいを覚えることはない。ニコラウス・クザーヌスは，二重  

の意味で自分にとって〈遠い〉－すなわち地理的にもまた社会階層的にも遠  

い一存在であるタタール人を，クザーヌスの意味での〈イデイオ一夕〉帥と  

いう重要な役割を果たさせるべく，この著作において入念に描き上げているの  

である。ここにも，われわれが「楕円の思考」と名付けるクザーヌスの思考が  

典型的に現われている。これは，二つの対立する極すなわち立場が思惟のなか  

で互いに歩み寄り，一致するか，少なくとも調和に到る思考の営みであが力。  

そして，これは総体として，真の意味での，またそれゆえに現代にも妥当す  

る，寛容の思想の基盤を形成しているのである。  

＊本稿は，『峰島旭雄教授記念論集 東西における知の探究』（北樹出版，1998年）にド   

イツ語で発表した小論に，大巾に加筆し，補正したものである。   
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（8）Ibid．1II，n．9〔hVIl，p．10，7－9〕（八巻訳589頁）：Etadvocatis angelisquiomnibusnationibus  

etlinguispraesunt．cuilibetpraecepit，utunumperitioremadVerbumearofactumadduceret・  

（9）1bid．ⅠⅤ．n．10〔h VII，P．11，12－14〕（八巻訳 590頁以下）：Vos enim quinunc adestis，inter   

vestraelinguaeconsortessapientesdicimini．autsaltemphilosophiseusapientiaeamatores（今こ   

こに出席している汝らは，汝らと言語を共にする着たちのなかでも知者と呼ばれており，少なく  

とも哲学者すなわち知恵を愛する者と称されているであろう）。  

（1qIbid．n．11〔h VIIp．12，3f．］（八巻訳591頁）：Cuius（sapientiae）partieipatione sunt multi  

SaplenteS．SaPlentialpSaSimplicietindivisainsepermarlente．  

（11）Ibid．IlI，n．8〔h VIIp．9．18Lp．10，2〕（八巻訳 589頁）：nihilstabilein sensibilimundo  

perseveret varienturque ex tempore opiniones et coniecturae fluxibiles，Similiter etlinguae et   

interpretationes．  

（12）Ibid，XVI，n．54〔h VIIp．50，14－p．51，9〕（八巻訳627頁）：Audivimultairlhocloco prius  
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irlCOgnitamihi，Tartarimultietsimplices，unum Deumutplurimumcolentes，admiranturvar’1etatem   

rituum aliorum etiam eundem eumipsis Deum colentium．Nam aliquos ex Christianis，OmneS   

Arabes etludaeos circumcisos．alios signatosin facie adustionibus．alios baptizatos derident‥  

lnterquasvarietatesChrsitianorum sacrificium．ubiofferuntpanemetvinumetdicuntessecorpus   

et sanguinem Christi，quOd sacrifieiumipsipost oblationem eomedunt et bibunt，Videtur abr   

hominabilius：devoranteumquem colunt．Quomodoinhiisquaeetiam varianturex】ocoettempore   

possetfieriunio，nOnCapio；etnisifiat，nOnCeSSabitpersecutio．Diversitasenimparitdivisionemet   

inimicitias，Odia etbe）la．  

（13）Ibid．ⅤⅠⅠ，n．20〔h VIIp．19，18f．］（八巻訳598頁）：Sapientes sintet necessitatem religionisin   

cultu unius Deiesse non haesitent．  

（14）De docEaigno7mtia．l，26，（n，89）〔hI，P．56．16ff．］（岩崎・大出訳75頁）：Per・quam（doeta  

ignorantia）tantum adinfinitae bonitatis Deum maximum unitrinum secur）dum gradus doetrinae  

ipsiusignorantiae accedere posse expIicavimus（これ〔覚知的無知〕によってのみ，われわれは   

この無知の教えの段階に従って，無限な善性をもつ，最大で一にして三なる神へ近づくことがで   

きると，われわれは説明してきた）。  

（15）De pace．XVI，n．58〔h VIIp．54，4ff．〕（八巻訳630頁）：Quomodo dabis simplicibus Tartaris  

intellectumhuius，utCapiantChristumesseinquoassequipoteruntfelicitatem？（あなたはいった   

いどのようにして，あの素朴なタタール人に，彼らが幸福を得ることができるのはキリストにお   

いてであるということを理解させるというのですか）。  

（16）これは1960年代に発見された著作物ぶわγfαTαγね相和刑〃川C．dββγfdね助∽Cん祉∫である（刊本   

は以下のとおり：Alf（）nnerfors（ed．）．勒s［oria7br（arorum von C．de Bridia肋nachus〔Berlin  

1967〕）この著作は，九南山仰ぬ；d2Pね≠ Cαゆ彿iエ五ムどれl刑7七血相和則と密接に関わっているという   

（cf．Onnerfors，p．VII）。しかしながら，この著作をクザーヌスが読んだことがあったかどうか   

は，不明である。私が初めて比較のために使用する。  

（17）Ricoldus de Monte Croce，Itinemγium（以下F道程』と表示），De tartaris（Dondaine，A．0．P．，   

Ricoldiana－Notes surlesoevresdeRicoldodaMontecroce〔in：ArchivumFn［rumPraedicatorum．   

Vol．XXXVII（Roma1967）〕）p．167．11A18：“Tartari”．plusomnibusvidenturdistareasaluteproeo   

ql】Od nullamlegem habent nisinature，queetiam valde corrupta estin eis ex prava consuetudine：   

nec habentieiunillm，nee temPlum，neC Saeerdotium，nee Saerifieium．nec allquOd adminict11um   

exterius quod eos vite splritualieoniungat．Nec habent philosophiam moralem nec naturalem．nee   

urbanitatem，neC reVerentiam ad aliquam personam extrameam．nec habent amorem ad aliquem  

locum．necterram colunt，neCSeminant．necarbores plantant，neC domosedifieant．”この書物とマ   

ルコ・ポーロの『東方見開鈍』の写本をクザーヌスが所有しており，かつ使用したことについて   

は，DePacejidei，Praefatio〔hVIIp．xxxviii〕を参照。  

（姻 リコルドゥスは，タタール人は文化の水準が低いので，容易にイスラーム化されると報告して   

いる。Cf．Ricoldus，OP．Cit．p．167．22f．：Tartariergo faciliter efficiuntur sarraceni．etiam pro   

magna parte conversisunt，immo perversi．adIegem sarracenorum propterlargam vitam et   

consimilem r・eSurreCtionem，  

（19）Ricoldus de Monte Croce，Itinerarium，（Dondaine，A．0．P．，Ricoldiana－Notes surles oevres de   

Ricoldo da Montecroce）p．167，19f．：“Credurlt tamen Deum esse et expectant quandam re－   

SurreCtionem adistam eandemvitam．  

CZO）Iohannes de Plano Carpini．Ybtoria Mongalorum（Cod，Cus．203．91v，19－92r，1）（Sinica Fran－   

ciscana，VOl．1（1929）S，36，C．ⅠII，2），（Cf，DePacefLdei，Editorum Adnotatio34〔h VIl，86，18ff．〕）：  
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L■Unum Deum credunt，quem Credunt esse faetorem omniumvisibilium etinvisibilium．et credunt  

ipsum tam bonorumin hoc mundo quam penarum esse datorem・・‥Nichilominus habent ydola   

quedamdefiltroadymaginemhominisfacta，etillaponuntexutraquepartehostiistationis・  

Czl）勒SEwiaTartanrumvonC．deBridiaMonachus，n．39．47－54〔p．25〕：りCredunttamenvnumdeum   

creatorem rerum uisibilium etjnuisibilium etdatorem bonorumin hoc seculo pariter et malor’tlm・   

Nec tamenideo eum venerantur sieut decet，habent enim ydola diuersa．Quasdam ymagines   

hominum de filtro habent quas ponunt ex utraque parte hostij stacionis super ubera de filtro   

similiter，ethasaffirmantessecustodespecorumeteisofferuntlacetcarnes，  

C22）L．N．Gumilev（Tr．byR．E．F．Smith）．SeanhjoranInwgina7yKingdom，Thelegendqfthekingdom   

〆Pres［erJohn〔Cambridge＆otherplaces1987〕p．368．  

幽 クザーヌスはこの書物の写本に1446年に注をつけた。Cf．ActaCusana，Ⅰ．2．Nr．150，p，505，  

C24）Londoner Kodex，Brit．Mus．Addit．19952，26rl：“Tartaripro deo colunt unum quem vocant   

naCZlgay．  

CZ9［bid，83r．11f．：．．deumunumcoluntquemvatagayvocant．”注幽と糾で示されている二つの文章   

は，今日流布している版では異なりは僅かである。第一の文章は：“They say that thereis a  

liighGod，eXalted and heavenly to whom theyoffer daily prayerwith thurible andincense．but   

onlyforasoundunderstadingandgoodhealth．TheyalsohaveagodoftheirownwhomtheycaII   

Natigai．Theysaythatheisanearthlygodandwatchesovertheirchildren，theirbeasts．andtheir   

crops．”（LathamsEdition，p．80）第二の文章は：”Youmustunderstandthattheymakeoneoftheir   

godsoffeltandcallhimNatigai．‖（LathamsEdition，p，281）  

Cz6）Depace．I．n．6〔hVII，p，7，19－15〕（八巻訳587頁）。  

CZ7）lbid．XIX，n，68〔hVII，p．62，13f．〕（八巻訳638頁）：Quibusexaminatisomnemdiversitatemin   

ritibuspotiuscompertumestfuissequaminuniusDeieultura．  

㈹Ibid．XIV〔h VIIn．47，p．443－6〕（八巻訳620頁）：「依然として少なからぬ相違が残ってい   

ます。キリスト教徒は，キリストがユダヤ人によって十字架にかけられたと言っていますが，ほ   

かの人々はそれを否定しています」。  

鯛Ibid．XVI，n．55〔h VIIp．51．12f．〕（八巻訳627頁）：Oportetutostendaturnonexoperibussed   

ex fide salvationem animaepraestari．なお，この主張がすぐ後でタタール人とパウロの二人で以   

下のように繰り返されていることも留意しておきたい。Ibid．XVI，n．58〔hVlIp．54，1－3〕（八巻   

訳630頁）：Tartarus：Visigitur quod sola fidesi11aiustificet ad perceptionem aeternae vitae？   

Paulus：Volo．（タタール人：それではあなたは，この信仰のみが永遠な生を確保できるように裁   

とするといいたいのですか。パウロ：その通りです）。  

錮Ibid．XVl，n．58f．〔hVllp．54．22－p．55．14〕（八巻訳631頁）：qUaerO．Sifidessufficit．Paulus＝  

．”Oportetautemquodfidessitformata；namSineoperibusestmortua，Tartarus：Quaesuntopera？   

．．．．Paulus：，．．Divina mandata brevissima etomnibus notissima sunt，etCOmmunia quibuscumque   

nationibus．Ymmolumen nobisi11a ostendens est concreatum rationalianimae．Namin nobis  

loqtlitur Deus，utipsum diligamus aquorecipimusesse，etquOd non faciamus alterinisiid quod   

vellemus nobis fieri．  

＠1）Ibid．XVl，n．55〔h VIIp．52．1f．〕（八巻訳 628頁）：ut Signa sensibilia veritatis fideisunt  

insititutaetrecepta，Signaautemmutationemcapiunt．nonsignatum・  

¢勿 上注（11）参照。  

離）Compendium．VlI．n．20〔hXI3，p．16〕10f．（大出・野沢訳38頁）：Necvarietasverborumaliud   

estquamuniusmentisvariaostensio．  
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糾）DePace XVl．n．60〔h V11p．56．18f，〕（八巻訳632頁）：Sufficiatigitur pacemin fide etlege   

dilectionis firmari，ritum hincinde tolerando．なおタタール人が他の宗教に寛容であることは，   

先行文書が報告していた。マルコ・ポーロ「東方見聞録」（愛宕訳1，188頁以下）：「彼〔カー   

ン〕は盛大な儀式を催して自ら何回も福音書に焼香した後，敬慶な態度で吻をこれに当て，かっ   

居並ぶすべての重臣・貴族にも命じて彼にならわしめた。この儀式はクリスマス・復活祭といっ   

たようなキリスト教徒の主要祭典に際してはいつも挙行される例であった。しかしカーンはイス   

ラーム教徒・偶像教徒・ユダヤ教徒の主要聖節にも，やはり同様に振舞うのだった」。さらに以   

下の研究書にも，タタール人が仏教，イスラーム，ユダヤ教，そしてキリスト教のあらゆる信条   

に寛容であることを，タタール人に接触した13世紀のヨーロッパ人が学び知ったという指摘があ   

る：Newton，A．P．，TnvelandT和bcILersqftheMlddLeAges〔Londor11926〕．p．127．  

65）Ibid．l．n．6，〔VIIp．7．10f，〕（八巻訳587頁）：Sisie facere dignaberis．cessabitgladius et odii  

livor，etquaequemala；etCOgnOSCentOmneSquOmOdononestrelig10unainrituumvarietate．  

鯛 Rieoldus，Op．cit．，Regule generales（A．Dondaine．0．P．．RicoLdiana）p，169，18－22：licet non   

coneordent r10biscumin ritu non est periculum dummodo concordentin fide，quia fides chr   

ristianorum est una，unde Apostolus Eph．4“Unus Deus una fides〉〉．nOn dicit unus ritus．Fratres   

autem sepe contenduntcum eisinutiliter de diversitate ritus cum habeanteos reducere solum ad   

unitatem fideinon ad unitatem ritus．  

B7）Epist．II．DeusucommunibusadBohemos：Variumposseritumessesinepericulonemodubiat．  

幽 h VIl，ⅩⅩⅩix，5－8：in quolibro Cusanuslegit：““Quid ergo dicis de prophetis quite prae－   

CeSSerunt？”Responditこ“Lex quidem sive fides omnium una；Sed ritus diversorum nimirum   

diversi’’〉〉；etinmargineadnotavit：“fidesuna，ritusdiversus，〉〉  

鋤 この著作における〈覚知的無知〉思想への論及は，上述のタタール人の発言以外にも，例えば   

次の個所に見出される：Depacel，n．5【hVII．p．6．16－p．7，81（八巻訳586頁以下）；Ibid．ⅤⅠⅠ．n．   

211h VII，p．20，10ff）（八巻訳598頁以下）；Ibid．XII，n．361h VII．p．36，5－9】（八巻訳613貢以   

下）。  

牲C＊ Depace，XVI．n．57．〔hVIIp．53，5f．；13－18〕（八巻訳632頁）：Paulus：（＜DeuspromistAbrahae   

quod daret sibisemen urlumin Ysaac，in quo semine benedicerentur omnes gentes，．．tunC  

iustificatus estAbraham et adimpleta promissioin uno semine．quod abeo per Ysaac descendit．”   

TartaruS：“Quod estillud semen？〉〉 Paulus：（（Christus．OmrleS enim gentesinipso assequuntur   

divinam benedictionem．〉〉  

机）Iris Origo，The Domestic Enemy：the eastern slavesin Tuscanyin the fourteenth and fifteenth   

centuries，in：即紺地川VOl．XXX．No．30uly1955）pp．321－360．  

¢功Ibid．p．321．  

匪3）1bid．p．327．  

掴Ibid．p．324．  

陸封Ibid．p．328．  

陸Q tbid．p．355．  

h7＝acob Ch．Burckhardt，Die Rhltur der Renaissancein［talien〔Bern1943〕1V，3．Die Na－   

turwissenschaftinItalien．Anm．25．S．307（柴田訳339頁）。  

㈹DepaceI，n．4〔hVIIp．5．11－18〕（八巻訳586頁以下）：nOSti，Domine，quOdmagnamultitudor10n   

potestesse sine multa diversitate，ae quOdlaboriosam aerumpnis etmiseriis plenam paeneomnes   

Vitam ducure coguntur，etSerVilisubiectione regibus quidominantur subesse．Ex quo factum est，   

quod pauciex omnibus tantum otiihabent．ut propria utentes arbitriilibertate ad suinotitiam  
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pergere queant．Multis erlim corporalibus curis et servitiis distrahuntur；ita te，quies Deus   

absconditus．quaererenequeunt，  

㈹ 宗教と儀礼についてのこの点に関する考察は以下の論文を参照されたい：八巻和彦「クザーヌ   

ス哲学における宗教寛容の思想」（工藤他編F哲学思索と現実の世界』（1994年，創文社刊），と   

くに129－134頁。  

缶切 この点について詳しくは，以下の論文を参照されたい：八巻和彦「ニコラウス・クザーヌスの  

JdioEa篇における〈idiota〉像について」（F和歌山大学教育学部紀要』人文科学，第30集，1981   

年，ト15頁。  

61）この点についても詳しくは，以下の論考を参照されたい：八巻和彦Fクザーヌスの世界像j   

（創文社刊）233－241頁。  

21   


